
     

各
学
校
に
お
い
て
、
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
『
部
分
点
の
基
準
』
を
作
成
し
、『
部
分
点
の
基
準

ご
と
の
点
数
』
を
定
め
る
こ
と
。 

な
お
、
受
検
者
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
次
の
例
の
よ
う
に
詳
細
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・ 

「
○
○
に
つ
い
て
×
×
が
書
か
れ
て
い
る
。
」
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
内
容
を
加
え
る
こ
と
。 

・ 

「
○
○
と
△
△
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
３
点
）
」
「
○
○
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
２
点
）
」
「
△
△
が
書
か
れ
て 

 
 

い
る
。
（
１
点
）
」
の
よ
う
に
、
段
階
を
設
け
、
段
階
ご
と
の
点
数
を
設
定
す
る
こ
と
。 

・ 

「
誤
字
が
一
つ
以
上
あ
る
。
（
１
点
減
点
）」
の
よ
う
に
、
部
分
点
の
基
準
を
加
え
る
こ
と
。 

 

 

〔
問
5
〕 

 

配
点 

10
点 

問
題
番
号 

配
点 

私
に
と
っ
て
の
記
憶
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
は
、

近
く
の
図
書
館
の
い
す
と
机
で
す
。
幼
い
こ
ろ
は
毎

日
通
い
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
本
を
読
み
ま
し
た
。

あ
の
読
書
体
験
が
私
の
好
奇
心
の
原
点
で
す
。
今
そ

の
い
す
と
机
を
見
る
と
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

懐
か
し
さ
は
、
自
分
を
肯
定
し
、
気
持
ち
が
未
来

に
ひ
ら
か
れ
る
感
情
だ
と
筆
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

私
は
、
夢
中
で
読
書
し
た
こ
ろ
を
振
り
返
り
、
改
め

て
自
分
の
知
的
好
奇
心
の
原
点
を
大
切
に
思
い
な
が

ら
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

 

(

199
字)

 

正 
 
 

答 
 
 

例 

○
テ
ー
マ
「
自
分
の
『
記
憶
の
拠
り
所
』
と
な
る
も

の
」
に
即
し
た
自
分
の
意
見
、
主
張
が
適
切
に
書

か
れ
て
い
る
。 

○
本
文
中
の
筆
者
の
主
張
を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
主

 

張
を
踏
ま
え
て
、
文
章
が
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。

○
自
分
の
意
見
、
主
張
の
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
体

 

験
や
見
聞
に
つ
い
て
、
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

国
語 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

                 
 
 

（
3 

一
次
・
分
割
前
期
） 
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